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・ソラダス測定結果
・健康アンケート
・淀川左岸線延伸部問題点」

第４２回公害環境デー

２０１4年１月25日（土）

公害環境測定研究会

作成 喜多善史
ソフト開発 四日市大学 千葉賢教授

・大阪市域濃度高い

・湾岸域はとくに高い

・西風のため、大阪市
の内陸域でも濃度
高い

・大阪中部の山頂濃
度高く、西風により汚
染は山頂にまで及ん
でいる

メッシュ測定に
よる大阪の
NO2濃度分布

測定日時；2012年5月17日1800時
～5月18日1800時の24時間

測定日時；2012年5月17日1800時
～5月18日1800時の24時間
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第１回～第７回全ソラダス測定の濃度マップ

１９７８年 １９８４年 １９８９年 １９９４年

２０００年 ２００６年 ２０１２年

全体として大阪市
域なかでもとくに大
阪湾最奥部湾岸に
位置する市域の汚
染濃度が高く、ここ
を中心に周辺へと
汚染が広がってい

くほぼ同様。
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港区自主測定データ(2012/5/17-18)

環境基準ゾーン
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大正区自主測定結果

自動車交
通排ガス汚
染の強い
地域では
多くが環境
基準超過に
なっている

自主測定
の濃度分

布

幹線道路沿道と沿道以外の
ぜん息診断率と公害病認定率の比較

（ぜん息診断率；医師にぜん息と診断されている回答者の％）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

⑮喘息診断％ ⑯公害病認定％

道路沿い 沿道以外

道路からの距離 ⑮喘息診断％ ⑯公害病認定％

道路沿い 6.4 1.3
沿道以外 3.7 0.4

a. 1992～1994年調査

0.0

2.0

4.0

6.0

男子 女子

発
症

率
 (
%
)

0-50 m

> 50 m

田園部

p < 0.01

p < 0.05

図３ 小学生での沿道と非沿道の気
管支
喘息様症状（以下喘息症状）比較
（島正之論文より引用 ）

日本環境学会
「人間と環境」３9巻３号２０１3年11月号

ソラダス測定結果と健康アンケート結果を
日本環境学会（広島大会）で報告（２０１３年6月）
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■看過できない健康影響が見られる大気汚染現況

そらプロジェクト、ソラダス2012自主調査、学校保健統計など

■NOx･PM法（自動車排ガス総量削減計画）

法律施行から20年も経つが達成できず、H27年、H32へ先延ばし

■NO2環境基準は日平均98％値40～60ppbであるのに、行政判断で
上限60ppbで評価
＊行政判断でなく健康影響の有無で判断すべき
大阪府民の健康調査を行い、保全目標を把握すべき

■PM2.5の環境基準が設定され、それを超える汚染状態にあるが、
対策が進められていない

■環境アセスメントで行われるべき影響調査
＊排ガスが集中排出される状態に対応した汚染の調査
＊拡散濃度だけでなく排出総量の評価
左岸線延伸部、大阪グランドデザインも含めた評価

＊PM2.5の調査と評価

道路と健康被害の関連 まとめ

2013年５月１6日 西川榮一講演レジメより

地下方式での道路建設
（採算にのらない？ 数千億円規模の投資）

大阪都市再生環状道路淀川左岸線延伸部計画

（国交省・大阪府・大阪市のパンフレット）

大阪都市再生環状道路淀川左岸線延伸部計画
（国交省・大阪府・大阪市のパンフレット）

大阪都市再生環状道路淀川左岸線延伸部計画

（国交省・大阪府・大阪市のパンフレット）

第二京阪道路

近畿自
動車道

国道479号
ｲﾝﾀー ﾁｪﾝｼ゙

淀川左岸線 大深度トンネル

排ガスが開口部から集中的に放出される

■近畿自動車道、国道479号、新御堂筋との連絡部

連絡・取り付け道路（勾配道路）排出

延伸部地下道路（勾配道路）からの排ガス流出

■排気塔からの放出

評価方法書についての検討結果報告書

2011年11月3日公害環境測定研究会

道路と健康被害の関連


